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広州日本人学校便り

「わぁみんな、焼けたね！」
元気良く登校してきた児童生徒
に、そんな声をかけて始まった
２学期。夏休みの１ヶ月の間に、
少し背も伸びたようです。日本
での思い出、旅行先での経験、
自由研究の頑張り、そして高校
受験を前にした準備勉強。その
どれもが、子どもたちの心の成
長につながっていることを感じ
ています。

夏休みに入る直前の７月。ス
ポーツ大会が行われました。小
学部で取り組んだのは「大なわ
跳び」です。1 年生は波跳び、2
年生以上は 8 の字跳びで、３分
間で跳んだ回数が記録になりま
す。練習は 6 月後半から始まっ
ていました。各クラスで、目標
記録を決め、その達成を目指し
て練習を続けてきました。また、
全校での合計回数の目標も 3000
回と掲げられ、どのクラスも記
録を伸ばそうと必死に練習しま
した。競う相手は、自分自身で
あり、それぞれのクラスの団結
力。「今日は○○回跳べたぞ！」
と盛り上がり意気揚々の日もあ
れば「なんでこれだけしか跳べ
なかったのだろう」と悔しさに
消沈する日もあり…。一喜一憂

日焼けしたみんなの笑顔と
共に、２学期スタート！

の中で、励まし支え合う心がは
ぐくまれる風景が広がりました。

今年度の JSG 児童・生徒会の
目標は「BATON ～ JSG 心のリ
レーでつなぎあえ～」です。仲
間で同じ思いを つないでいく
ことを大切にしたいという願い
が込められています。このスポー
ツ大会でも、1 年生の記録を２
年生につなぎ、更に 3 年生…と、
6 年生まで全校生徒でつなぎ、
全校目標を大幅に越え、合計
3431 回の大記録を打ち立てるこ
とができました。回数が発表さ
れたときのみんなの歓声には、
達成感と喜びが満ちていました。
自分たちの記録だけが重要なの
ではなく、「みんなで達成する
こと」を大切にしたからこそで
はの歓声でした。

2 学期には楽しみな行事が
様々あります。それだけではな
く、落ち着いて学習に取り組む
時でもあります。スポーツ大会
で培った心の BATON、次はどこ
につなげていくのか楽しみです。
仲間と心をつないで関係を深め
合っていく子どもたち。これか
らも、ここ広州で過ごす日々を
たくさんの思い出で満たしてい
くことでしょう。
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